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選んだら、

ここをクリック！

調べたい分野のファイルを選び

ます。選べるファイルはひとつだ

けです。

探せる分野は、大きく分

けて「科学技術」と「医学

薬学」です。

ここをクリック！

検索対象期間や

本文言語、発行

国などを細かく指

定できます。

検索中に共通して

使う機能です。

終了時は

必ずクリック！

調べたい内容に関す

る言葉を入力します。

プルダウンメニューか

ら項目も選べます。

雑誌論文を探す                                      

3.3   JDreamⅡで検索しよう

１．検索対象データベースを選びます

２．検索条件指定画面で条件を指定します

                                                            

＜どんな論文が探せる？＞

＜どこから使える？＞

＜どうやって探す？＞

・ 国内外で発行された科学技術・医学分野の学術論文を探せます。科学技術分野は 1975 年以降、医学分野は

1966 年以降の論文が収録されています。また、外国雑誌であっても日本語で検索・表示でき、ほとんどの文献で

日本語抄録（論文の内容を短くまとめた文章）まで見られます。

・ 上記URLにアクセスします。「JDreamⅡ」をクリックすると、トップ画面が開きます。学内にあるパソコンなら、どこから

でも使えます。

・ トップページで「お名前」欄を入力し「ログイン」ボタンをクリックします。

「お名前」には任意の文字列を入力してください。ログインすると、デ

ータベース選択画面に移動します。

・ データベース選択画面で、検索したいファイルをひとつ選び、「シン

プルモード」ボタンをクリックします。

・ 「キーワード検索条件」項目で、ボックスに調べたい言葉を入力し

ます。検索項目は、最初は「キーワード」になっていますが、

プルダウンメニューから選んで「著者名」「資料名」などにも

できます。

・ 「検索範囲の絞り込み」項目で、指定したい項

目をチェックします。雑誌が発行された年や論

文の言語などを指定したい場合、調べたい雑

誌の巻号がわかっている場合などに使うと便利

です。何も指定しなくても検索できます。

学術情報センター URL http://lsic.nagoya-wu.ac.jp/： ＞ 資料を探す ＞雑誌の記事・論文を探す

※検索するときは、次の２点を守ってください。※

①ブラウザの「戻る」ボタンは使わないでください。

画面中のボタンで戻ってください。

②ブラウザの「閉じる」「×」は使わないでください。

画面中の「閉じる」ボタンを使ってください。
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⑤

①
②
③
④

検索結果の詳細画面

です。文献が何にどの

ように載っているかの

情報（書誌情報）と簡単

な内容が見られます。

印刷するときは

ここをクリック！

見終わったら、ブラ

ウザの「×」ではなく

ここをクリック！

結果をダウンロード

できます。

この雑誌が図書館に

あるか調べるときは、

ここをクリック！

検索結果件数が表示

されます。

論文標題を直接クリック

すると詳細情報が見ら

れます。

絞込み検索ができます。

論文の書誌情

報をダウンロー

ドできます。

見たい論文にチェッ

クし、「回答表示」を

クリックしても詳細情

報が見られます。

３．検索結果を表示します

・ 検索結果画面では、まず結果が一覧表示され

るので、必要な文献を選んで詳細画面を表示

します。

・ 検索結果が多すぎる、不要な文献が検索され

ている、といった場合は、「検索結果を絞り込

む」ボタンをクリックし、絞り込み検索画面で検

索条件を追加できます。

和文標題 ：文献のタイトルです。外国語で書か

れた文献でも、日本語訳で表示されます。

著者名：文献を書いた人の名前です。

資料名：文献が載っている雑誌のタイトルです。

外国雑誌の場合、略称になっていることがありま

す。

巻号ページ：文献が載っている雑誌の巻号、ペ

ージ数、発行年などの情報です。

抄録：文献の内容を簡単にまとめた文章です。

JDreamII で調べられる文献のほとんどに付いて

います。また、外国語の文献でも、日本語で抄録

が読めます。

ほかのデータベースも探してみましょう。 3.2 CiNii で検索しよう

＊ 読みたい論文が決まったら、掲載している雑誌の所蔵を探しましょう。

①

②

③

④

⑤

関連情報：

＊ 「 」参照

「Ⅰ ．資料の探し方」参照

※これら①～④の情報はレポート・論文の「参考文献

一覧」で必要になります。メモしておきましょう※
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